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① 老人福祉センター「丸田荘」の必要性と今後の方向性について 

 丸田荘については、年間の歳出が２,０００万円以上であるのに対し、７年度は社

会福祉協議会も撤退し、使用料収入は２４０万円程度になると見込まれ、大きな赤

字を抱えているのが現状です。さらに、数年に一度は必ず修理・修復が必要な箇所

が発生しており、そのたびに追加の財政負担が生じています。 

人口約３９,０００人の町において、利用者は年間延べ約２３,０００人という答

弁がなされていますが、実利用者数はおおよそ９０人程度ではないかと聞き及んで

います。ということは、町全体の利用率は極めて低いと言わざるを得ません。 

公共施設は、住民の福祉向上や交流促進など一定の役割を果たすものであります

が、費用対効果、利用状況、将来的な維持管理負担を総合的に考えたとき、この施

設が町として維持し続けるべき必要性があるのか、疑問を抱かざるを得ません。 

他自治体においても、同様の施設を廃止または民間譲渡する事例が見られます。

人口減少、財政圧迫が進む中、町民全体の利益を考えた判断が求められます。 

ついては、以下の点について町の考えを伺います。 

（１）本施設の維持にかかる総コストと歳入の推移、修繕費の過去実績および今後

の見込みはどうか。 

（２）利用者数（延べ人数および実人数）の正確な把握方法と、その推移について

はどうなっているのか。 

（３）安全管理面の現状と課題について。特に、レジオネラ菌検出事案を踏まえた

再発防止策や水質管理体制についての町の見解を伺いたい。 

（４）公共温泉施設の役割を町はどのように位置づけているのか。特に「利用者の

限定性」や「町全体への波及効果」の観点からどう評価しているのか。 

（５）廃止、民間譲渡、規模縮小等の選択肢について、検討状況および今後の方針

はあるのか。 

（６）一般論として、利用者が限られ、財政負担が大きい公共施設を町が維持する

ことの是非について、町の考えを伺いたい。 

 
② 潮井崎公園有料化に伴う課題と町民優遇策について 
 潮井崎公園は、かつて無料で町民や町外利用者に広く開放され、町民の交流・観
光資源として親しまれてきました。しかし、数年前「サービス向上」と「受益者負
担の公平性」を目的として一律１,１００円の利用料が導入されました。有料化以

降、町民からはさまざまな意見、要望の声が寄せられています。これらは「受益者
負担」を理由に現場の改善要望が軽視されているとの印象を町民に与えており、町
民満足度や施設の魅力低下につながっているのではないかと思われます。今後、町
民が誇れる公園として活用を促進するため、有料化の目的を再検証し、町民満足度
の向上につながる運営改善を求めるため、以下の質問を致します。 
（１）有料化時の「サービス向上」の具体内容と実施結果 
（２）利用者意見の収集方法と反映事例 
（３）現行運用ルールの柔軟化（時間・場所・区分等）の検討状況 
（４）町民優遇料金・減免制度の導入可能性 
（５）有料化前の条件付き賛成意見の反映状況 
（６）搬入路段差解消や日当たり改善など環境整備計画 

（７）管理体制の評価と夜間対応強化策 

 


